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本発表では、多くの研究者に述べられた『土佐H E 』に於けるある程度の折 
衷性を取り上げ、ト丨記に文学作品としての美学的な価値を見出すかどうか、ま 
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のなかの良い面をじゅうぶん消化してうけいれた文化が芽生えてきた。」®
嵯峨天皇の即位から百年間ぐらいの後、紀貰之 •壬生忠岑•紀友則 •凡河内 
躬恒の四人は、醍醐天皇の勅をうけて、r古今和歌集』という最初の勅撰和歌 
集を編幕しました。貫之がその歌集に書いた「仮名序」という歌論のテキスト 
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去なむとて、「湖みちぬ。風も吹きぬべし」と騒げば、船に乗りなむとす。
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[注]
①この論文は、ボーランド文部苗の同 .ケ科学研究委M会 (Polish Stale Committee for Scientific Research) 
からのグラントの拔助で書かれました „ プロジェクトの番なは：5HO1C05321、援 助 時 期 は ：平成 
一三年九月〜平成 - • 四年八月。 プロジェクトのテーマは： 「平安時代前期の文学展開の過程を背爾 
にしての紀莨之の前衛性一W風文化の削造に当たってその歌人の役割の研究」。
⑧この論文の作成について、 クラクフのヤギヱゥォ大学來洋語学研究所日本学科長、 メラノビッチ先 




④ M樽 に よ り （18頁参照）、丨続群杏頰従J に収められた系図の一本に「童 f , は内教坊の阿古久曾と 3  
す。」 （原浅文） という記載がある。
⑤参考文献 8 、 1199頁参照。
⑥同書、20頁参照。
同西、500頁参照。




o 武井睦雄「丨上佐日記j 作成の過程とその依拠する資料の構成について」r ロ本語研究諸領域の視点j 
下 巻 r平山輝男博丄•米寿記念会編〗明治杏院、187-204M参照。
⑩参考文献1 、78】頁、また同書、 966 -  967頁参照。
⑩同寄、524-5 2 5頁参照。
* 时鼸要旨
山ロ博氏は、もし紀貫之に r土佐h 記j にはどういう窓味があるのかと尋ねたらどう答えただろう 
か、と铥ね、発表者は、古今集仮名序•大井川行幸和歌序•新撰和歌序などと间様、仮名による文化 
剣造の試みであると答えただろう、と答えた。また、山ロ氏は、貫之の和歌には無常親を詠んだもの 
があるのか、と尋ね、屏風絵には実と虚の混在や曖昧さがあり、それは無常観であり、それを歌う肺 
風歌にも無常観がある、と答えた。
神野藤昭夫氏（謎長）は、屏風絵と無常観の問係についてさらに辱ね、発表者は、曖昧さは屏風絵 
の構図に出来するが、それが無常観を表現している、土佐日記における文体の混在、折衷性もそれに 
つながる、と答えた。
中野方子氏は、貫之の歌で、水に映る月を詠むものに、仏教の十喩の影響があると思われる、従っ 
て無常観というより空観に関わるのではないか、ただ丄佐日記については考えていなかったので興味 
深い、と述べ、発表者は、和歌を含めてさらに考えたい、と答えた。
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